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１．はじめに

　新学習指導要領では、その基本的な考え方として、「主
体的・対話的で深い学び」という考え方が示されており、
図画工作・美術の授業においてもこのような視点での授
業の構築が求められている。
　この動向に対応した図画工作・美術科授業における陶
芸授業開発の研究として、奈良教育大学で陶芸を指導す
る教員である筆者と、奈良教育大学附属中学校（以下附
属中学校と記述）で美術を指導する第２筆者の長友は、
2019年度に「自然との関わりを取り入れた陶芸授業の開
発 －中学校美術科における深い学びを生む陶芸授業を目
指して－」という研究を行なった。この研究では「Itʼs a 
small world~楽焼でつくる小さな世界 ~」と題した題材
を通して、色や形を意識して器を制作するという美術科
における一般的な学びだけでなく、器の内側に自然を取
り込んだ箱庭的な「小さな世界」を作る事で、身近な自
然を通した思考の深まりを生み出す効果が確認された。
　陶芸は食生活や住環境といった他の分野との関わりを

持ってきた分野であり、2019年度の研究はその陶芸の特性
を活かしたものであると言える。本年度の研究では、前年
度の研究とは異なる陶芸題材の可能性として、新学習指導
要領で示されている「対話的」という部分に注目し、協働
の要素を取り入れた題材の開発について研究する事とした。
　陶芸題材を通じた協働には、次の２つの有効性が考え
られる。１つ目は陶芸が素材を手で直接扱う表現分野で
あり、粘土の触感を感じながら制作をするという点であ
る。粘土に触れるという非日常的な触感体験を共有する
ことで、児童・生徒の間に協働を促進する様な心理的影
響が起こる可能性が考えられる。２つ目は粘土という素
材が、乾燥硬化するまでは自在に形を変える事ができる
という点である。この素材の特性の為、複数の作者で１
つの作品を作る事が容易であり、成形の工程における協
働がしやすい事が考えられる。本研究ではこの様な想定
について、２つの実践事例を通して検証してゆきたい。
　本研究は第１筆者である原山と第２筆者である長友か
らなる研究プロジェクトによるものである。本稿の執筆・
校閲等は全構成員で担当し、執筆を分担した箇所の末尾
には筆者名を記すこととする。（原山）
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２．本研究の背景

２．１．陶芸分野における協働の事例
　新学習指導要領には「対話的な学び」という考え方が
示されていて、他者との対話や協働の重要性が述べられ
ている。陶芸分野においても様々な形で協働の要素が存
在しており、ここでいくつか取り上げてみたい。
　現代では「陶芸家」という呼称が頻繁に使われ、個人
で工程が完結する制作形態が多くみられる様になったも
のの、それと同時に「窯元」と呼ばれる複数人で工程を
分担し中量生産する工房や、更に機械生産を取り入れ大
量生産をする「製陶所」と呼ばれる陶磁器工場といった、
協働により作品を作り出す制作形態も多く存在する。重要
無形文化財（人間国宝）の制度においても、陶芸家個人
が認定されるだけでなく、有田焼の柿右衛門製陶技術保
存会の様に団体として認定されるという事例も見られる。
この様に分業での作品制作が行われているのは芸術とし
ての側面に加え、産業としての側面も併せ持つ陶芸という
分野の特徴である。また、陶芸は作品を形作る成形の工
程だけでなく、原料の精製から窯の焼成までの長く複雑な
工程があり、それぞれの工程で高い専門性が必要である
事も、分業の必要性を生み出す要因である。この様な分
業というあり方も、もちろん協働的であると言えるだろう。
　陶芸に使われる設備の面でも、例えば現代でも使われ
る「登り窯」で作品を焼成する場合は、一回の窯で一人
の陶芸家では作りきれないほどの多くの作品の焼成が可
能であり、かつ焼成には長い時間と多くの人手が必要で
あるため、必然的に数名で一緒に窯に作品を入れ、協働
して窯焚きの作業をする事となる。昭和 40年代に煙害
が理由で登り窯の使用が禁止されるまでの京都では、こ
の様な共同窯の使用が日常的に行われており、多くの陶
芸家がこの様な共同窯を使用して作品を作り上げていた。
　海外に目を移すと、「アーティストインレジデンス」
や「シンポジウム」といった名称で、国内外から陶芸
家を 10人程度招聘し、数週間から１ヶ月程度の期間滞
在しながら作品制作やスライドレクチャーなどをするイ
ベントが多く行われている。こういったイベントは陶芸
家同士や地元住民との交流の場である他に、アシスタン
トとして参加する学生にとっての学びの場ともなってい
る。この様なイベントは、陶芸家同士が競い合うのでは
なく、それぞれが持っている技術をお互いに学び合い、
共に陶芸の世界を発展させようという協働的な意識のも
と行われている。
　また陶芸の素材や技術の面に視点を転じると、陶芸制作
は美術科で扱われる題材では珍しく、道具を用いず手で
直接素材を扱う作業が多い。道具を多く揃えなくても、陶
土があれば制作ができ、この様な面でも美術科の教材とし
て生徒同士の協働を取り入れやすいと言えるであろう。

２．２．協働を取り入れた陶芸題材の先行研究
　協働性を取り入れた陶芸授業の先行事例として、和歌
山大学の寺川剛央氏らによる「中学校美術・陶芸授業に
おける共同学習の取組」という 2018年に行われた研究
がある。
　寺川はこの取組を「大学と附属中学の教員が協働し
て実施した中学校２年生を対象とした美術の陶芸授業
の取組」⑴としている。この研究は大学と附属中学の教
員、また教育担当心理士が協働した授業の企画立案が主
なテーマであり、行った授業にも生徒同士の協働の要素
が取り入れられている。授業の内容は４人１組の班で４
色の陶土をマーブル模様ができる程度に適度に練り合わ
せ、円筒状に成形した後、コースター状に薄く切り、各々
の作品にするといった内容である。
　寺川はこの授業について「お互い意見や感想を言いな
がら、順番に交代して菊練りの作業を行った。上手下手
の差が目立たない作業課題を班員で共有する時間は、相
手を尊重した協調的な対話の時間でもあった。」⑵と述
べていて、協働による制作の工程が、対話やコミュニ
ケーションを導き出している様子がうかがわれる。また
寺川は「陶芸を使った共同的な創造活動は、美術授業な
らではの感動を伴う生徒の人間関係形成力を高める体験
であった。」⑶としていて、協働性を取り入れた陶芸授
業の有効性について述べている。
　筆者による今回の研究では、寺川らの研究を参考にし
つつ、更に生徒間の協働という点に焦点を当て、授業題
材の立案、実践、分析を行っていきたい。（原山）

３．実践１「Clay session－つながるやきもの」

３．１．実践に至る経緯
　岐阜県多治見市にある岐阜県現代陶芸美術館では、3
年に 1回のペースで「大地のこどもたち」という岐阜県
内の小中学生を対象にした陶芸の作品展を行っていて、
2020年度には「大地のこどもたち2020」展が開催された。
筆者は審査員としてこの展覧会に携わった関係で、美術
館の依頼を受け 2019年と 2020年の２回、展覧会の関
連催事として小中学生を対象とした陶芸のワークショッ
プを行った。2019年のワークショップでは小学校１年
生から中学校２年生までの 10人が参加し、「いまの私の
心の形」というテーマで、手のひらに乗る程度の小さい
オブジェを数点作り、焼成した後、板に貼り付けて壁に
飾る事ができる壁面作品を制作した。ワークショップの
実施にあたっては筆者が担当する大学の研究室に所属す
る大学生６人が指導補助として参加した。本論文では次
項で 2020年度のワークショップについて述べたい。

３．２．2020年度ワークショップの概要
　2020年度に行ったワークショップは、「Clay session
－つながるやきもの」というタイトルで、協働の要素を
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取り入れた内容を企画した。小学校１年生から６年生ま
での 10人の参加があり、前年度同様に大学生６人が指
導の補助をした。
　ワークショップの前半は協働による制作のパートで、
参加者全員の合作で横 180cm、縦 90cmの大きな「粘土
の絵」の制作に取り組み、一旦完成とした後に、後半で
はその「粘土の絵」を参加者各々に切り分けて個人の作
品として皿に仕上げるという２段階の内容となっている。
　前半の制作にあたっては、「花、人、ハート、車、文
字など名前のある形を作らない事。」というルールに加
え「グニャグニャ、ギザギザ、ニョロニョロ、フワフワ
など名前のない形を組み合わせてどんな形ができるか
な？」と説明をし、抽象的な表現を目指す事を示した。
　また合作ならではの表現を目指す為、偶然という言葉
について例を出しながら説明をし、10人が思い思いに
とった行動が積み重なる事によって、偶然性がもたらす
思いもよらぬ作品を楽しみに表現する事とした。
　前半では、まず初めに大きめに切った陶土の板を横
180cm、縦 90cm大の合板に敷き詰め、ベースとなる粘
土板を作成する。その上に色が異なる４種類の陶土を
使って、紐状や球形、ちぎった形など、指導者の指示し
たテーマに基づいて様々な形のパーツを作り、思い思
いに土台の上に配置した。コロナ禍の最中でのワーク
ショップであり、参加者同士の接近を防ぐ為にパーツの
配置をする人数は一度に２人までとし、ローテーション
しながらパーツを置いて行く。初めは隙間が多くパーツ
を置く位置にも迷いが見られたが、配置したパーツが増
え、絵柄の様に見えてくるにつれて参加者の発言も活発
になり、絵柄全体のバランスを考えてパーツを配置する
など参加者同士のコミュニケーションも見られるように
なった。絵柄のバランスや密度が程良くなった頃合いで、
指導者が終了を宣言し、「粘土の絵」が完成した。（写真１）

　次に、一旦完成した「粘土の絵」を、後半の展開に向
けて、凹凸をならし、パーツをベースの粘土板に密着さ
せる為、布を被せて参加者に足で踏んでもらった。
　計画の段階では丸い木の棒をローラーの様に使って凹

凸をならす事を予定していたが、指導補助をする大学生
と共に事前に試してみたところ、凹凸をならす為には大
学生であってもかなり力を入れる必要があり、小学生の
力では難しい事が予想された為、足で踏む方法に変更し
た。参加者に靴を脱ぎ靴下のままで布の上から粘土を踏
ませると、初めは恐る恐る踏んでいたが、徐々に不安が
無くなり、足の裏で感じる粘土の感触に、「気持ちが良い」
という声が多く上がった。（写真２）

　ここから後半の内容に移り、この粘土の絵を 10分割
にカットをし、参加者に欲しい部分の希望を聞きつつ手
渡した。参加者各々の創作意欲を妨げない為、ここから
模様を足す事も可とし、各自が絵柄を足した後に丸く切
り抜き、石膏型を使って皿の形に成形して終了した。（写
真４、５）
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３．３．2020年度ワークショップを振り返って
　今回のワークショップは、対象とする人数が多い学校
現場と異なり 10人程度の参加者を対象とした場での制
作であり、内容の自由度が高かった為、積極的な協働の
形態である合作による制作を試みた。以下に参加者の
ワークショップを通して見られた参加者の様子を記す。
　本ワークショップの参加者同士はほとんど面識が無
く、学年は小学校１年生から６年生までと年齢差もあっ
た。作品作りにおける役割分担については特に話し合わ
なかったのだが、大きな絵をみんなで作るという共通し
た目的の中で、新しい表現方法を他の参加者に提案する
参加者や、絵柄の少ないところを埋めて全体のバランス
をとろうとする参加者が現れるなど、自然発生的に各々
が自分なりの役割を考えていたのが見てとられた。
　このワークショップの特徴は参加者が順番にパーツを
置いてゆき、それが繰り返されて絵が出来るという点に
ある。これに対する参加者のスタンスについては、自分
の順番の前に既に置かれたパーツの配置を見て考え込む
参加者がいる一方で、対照的に置かれたパーツの事は気
にせず思い切り良くパーツを配置する参加者もいた。
　制作に臨む参加者の行動の全体的な傾向として、初め
はアシスタント役の大学生に促されながら恐る恐るパー
ツを配置していたのが、配置されたパーツが増え徐々に
絵柄の様に見えてくると、表情にも笑顔が見られる様に
なり、自ら積極的にパーツを配置する様に行動が変化し
てゆくのが見てとれた。（原山）

４．実践２「山をつくる－陶芸で表現する物語」

４．１．実践に至る経緯とねらい
　本実践は、2018年度から行っている奈良教育大学工
芸研究室と奈良教育大学附属中学校美術科の協同授業を
継続・発展させたものである。
　2018年度は、移動式陶芸窯を用いた楽焼の授業を計
画・実践し、陶芸窯の設備のない学校における授業の
構築を行った。2019年度はその内容を発展させる形で、

自作陶芸窯の楽焼制作から、自然物を用いて小さな箱庭
をつくるという内容で授業設計を行った。この実践のね
らいは、陶芸のもつ他者・他分野との結びつきを生み出
すという特性を生かして、美術科における深い学びを実
現することであり、陶芸を用いて中学校美術科における
深い学びを創造するための授業設計の方法と、題材の設
定について実践を通して検証・考察を行った。
　これまでの実践で、中学校美術科において陶芸の特性
を生かした多様な学びを含んだ題材開発が可能であるこ
と、深い学びにつながる授業設計の可能性を示してきた
が、本研究では、陶芸技法による制作を継続しながら、
2019年度までと異なる視点から授業設計を行うことを
考えた。
　本実践のねらいは、一つに、先に原山が述べた、陶芸
における「協働」を生み出す効果を授業設計に引用し、
制作（表現）と鑑賞を関連づけた場合、どのような学び
が生徒の内面に生成されるかをみるものである。本題材
は、個人制作であるので、2.2に挙げた寺川らによる研
究にあるような作業的な「協働」は含まれないが、陶芸
ならではの作業工程を共に行うことで、感じたことを共
有したり共感したりして、「ともにつくり出す」という「協
働」が生まれ、そこから生徒の対話を促し、学びにつな
げることができるのではないかと考えた。
　二つ目のねらいは、2019年度に行った実践研究の展
開として、陶芸を用いて中学校美術科における深い学び
を創造するための授業設計の方法の異なるバージョンを
蓄積しようというものである。これは、次のような考え
に基づいている。
　陶芸は、中学校 1年生向けの教科書に「使いたくな
る焼き物をつくろう」とあるように、デザイン・工芸領
域で取り上げられることが多く、使いやすさや機能と美
しさの関係などを考えることをねらいとする題材の実践
例の積み重ねは進んでいる。しかし、陶芸という技法は、
楽焼の器が実用品としてよりは、鑑賞の対象として価値
を見出されてきたように、一つのオブジェクトとして成
立する力を持つものでもある。陶芸をデザイン・工芸領
域以外の視点から取り上げ、絵画や彫刻作品について行
われている様に表現と鑑賞を関連させた実践例を蓄積す
ることで、中学校美術科における陶芸の学びの幅を広げ
ることは意義のあることではないだろうか。
　以上のような二つのねらいを軸に授業設計を行った。
次節において、その概要を述べる。

４．２．実践の概要
　本実践は、附属中学校１学年４クラス（１クラス 32
～ 33名）を対象に、１学期（６月１日～７月 31日）に行っ
た。今年度はコロナ禍の影響で５月末まで休校となって
いた関係で、１年生の入学後初めての対面授業として実
施することとなった。
　モチーフには身近な存在でイメージしやすく、かつ生
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徒個々にとって発想の余地がある形として「山」を選択
した。同じモチーフを作る事で共通の話題となり、かつ
個々が形に込めた物語を語り合えるという事で、対話が
促される題材であると考えた。また完成後には全員の作
品を同時に並べ「山脈」という新たな見方をする事で、
さらなる協働の展開も可能である。

　題材名「山をつくる－陶芸で表現する物語」

　題材の目標
（１）陶土や釉薬の持つ性質や質感の魅力・効果を理解し、
意図に応じて工夫して表すことができる。
（２）自分だけの「山」の物語を考えることを通して表
現したい主題を生み出し、創造的に工夫して豊かに表現
できる。
（３）自分の作品と友だちの作品を集合として捉えたと
きに、造形的な良さや美しさを感じ取るとともに、自分
なりの価値観を持って作品を語ることができる。
（４）陶芸の技法を知り、陶土の触感を感じながら楽し
んで授業に取り組むことができる。

準備物
陶土、釉薬１０種類：透明、飴（薄茶）、織部（緑）、
るり（青）、天目（濃茶）、乳白、青磁（水色）、黒、赤、
黄）、石（2個）、粘土板、水入、スポンジ、ヘラ、バケツ、
柄杓、たたら板、P C、電子黒板
　題材全体の指導計画は表１の通りである。

第１次

第 2次

第 3次

第 4次

導入・陶芸概論・制作内容の説明・アイデ
アスケッチ・物語を考える （１時間）
成型・物語を考える （1時間）
奈良教育大学で素焼き
釉薬掛け・物語完成 （１時間）
奈良教育大学で焼成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
作品完成・鑑賞 （１時間）

表１　指導計画

４．３．実践の経過（第２次・第 3次）
　実践の経過について、まず第 2次・第 3次の制作の
様子から述べる。第 2次では、陶土を山の形に成型す
る段階を行った。生徒は、第 1次の題材の概要説明で、
見たことのない自分だけの「山」をつくること、その「山」
には物語があり、その物語も考えることを知らされてい
る。また、「山」をつなげたら何になるだろう？と「つ
ながり」を意識させる問いかけを行い、学級全員の作品
を一つの作品として捉える視点を示唆しておいて、題材
を開始した。
　まず、一人あたり３kgの陶土を配布し、基本となる
形の成型を原山の指導に従って行った。陶土の 3分の
１を取り、新聞紙を丸めた上に被せ、逆さまになったお

椀型の半円形をつくる。この基本形の上に、ヘラや生徒
が自分で拾ってきた石などの道具を使って成型していっ
た。同時進行で、「山」の物語を考えた。
　第 1次のアイデアスケッチの段階で「山」の物語を
完成させなかったのは、陶土の冷たさや柔らかさ、水分
を含んだ感じ、可塑性のある素材の見た目など、視覚と
感触の刺激によって生まれる物語もあると考えたからで
ある。生徒は、アイデアを浮かべるとその通りに作ろう
とする場合が多いが、時に、そのアイデアが素材を生か
したものでなかった場合でも、アイデアに固執して制作
が滞る場合がある。本題材では、手遊びのように土を捻っ
たり摘んだり丸めたりしながら、素材と対話しながらア
イデアを深める場面を設定した。この場面によって、思
考と創造を往還する動きが自発的に生まれると考えた。
基本形を作るところまでは全員が同じ作業であるため、
スムーズに進んだ。その後は、それぞれが自分のイメー
ジする「山」を思い浮かべたり、陶土と遊んだりしなが
ら制作を進めた。制作が進んでいる生徒にも、少しずつ
進めている生徒にも、同様に机間指導の声かけとして「そ
の山にはどんな物語があるの？」を常に行った。物語を
考えてから作っている生徒は、成型方法にこだわる様子
を見せ、まず土を触ってみることから始めた生徒は、偶
然に出来上がった形から物語を生み出していた。（写真
６、７）
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　第 3次は、素焼した「山」に釉薬をかける段階であ
る。この時間で、物語を完成させ、作文用紙に記入した。
釉薬の種類は透明、飴（薄茶）、織部（緑）、るり（青）、
天目（濃茶）、乳白、青磁（水色）、黒、赤、黄の 10種
類で、色の幅を多くすることで生徒の物語や造形に対す
る発想が実現できるように考えた。
　まず、釉薬の掛け方と釉薬の概要について原山から説
明を受けた。美術教室のスペースの問題と釉薬の量の問
題があったため、学級を 3グループに分けて順番に釉薬
を掛ける作業を行った。生徒は、釉薬の色見本を見なが
ら、自分の「山」に合った色合いを考えていた。焼成前
の釉薬は、実際の釉薬の色と異なるものが多いため、「本
当に青くなるのか？」等疑問を口にしながら、選択して
いた。作業時は、手で作品を持って釉薬につける浸しが
けや、柄杓で流してかける流しがけなどやり直しのでき
ない初めての作業ということもあって、緊張した様子も
あったが、楽しそうに作業を行っていた（写真８）。

４．４．実践の経過（第４次）
　第 4次は鑑賞の段階である。鑑賞は、まずペアになっ
て作品を前に「山」の物語を語り合い、その後学級全員
の作品を集めて、そこで考えたことを対話する展開で
行った。美術教室のセッティングは、中央に机を集めて
大きな島を作っておき、その周囲に机を円形に並べて椅
子を向かい合わせに置く形とした。向かい合わせに座っ
た生徒は、物語を語り終わると横にずれて新しいペアを
作り、また物語を語ることで、複数の作品を観賞できる
ようにした。最後に中央の島に全ての作品を集め、生徒
らの考えで並べ直して観賞を行うこととした。（図１）

　ペアの鑑賞では、作品を、角度を変えて覗き込んだり
しながら相手の物語を楽しそうに聞いている様子であっ
た。物語は作文用紙に記録していたが、手元の用紙は見
ずに物語を語るように指示をしたため、語る方も自分の
作品を触ったり、物語に関わる部分を指さしたりしなが
ら能動的に鑑賞を行なっていた（写真９）。
　複数の釉薬を重ね掛けしている事から釉薬が混ざり合
いながら流れている箇所が見られる作品もあり「溶岩が
流れているみたいに見える」といった感想が聞かれたり、
ゴツゴツとした作品の凹部に溜まった釉薬を見て「池み
たい」という感想が聞かれるなど、釉薬に注目した発言
も多く聞かれた。

　全体鑑賞は、学級によって並べ方が異なり、それに伴っ
て、対話の内容も異なっていった。ある学級は、生徒か
ら「背の高い順に並べよう」という声が上がり、円形に
なるように作品が並べ始めた。背の高さの違いを基準に
したため、似たような高さの作品になると、多くの生徒
がかがみ込んで作品を見比べたり、口々に意見を出した
りして、全員で作品を並べ終えた（写真 10）。並べられ
た作品を見ながらさらに対話を行った。
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　生徒からは次のような発言があった。

　 「なんか山がめっちゃ繋がってるから、あの、断面図
みたいなところ（半分に切られたような形の山の作品
があった。筆者注）が入り口みたいな。なんていうか
なぁ、守ってみたいな感じで面白いなあと思った」 

　 「これ全部、これ全部奈良を囲んでたらカラフル、個
性的で良かったのになあって」

　「てことは、これは、あの、奈良県、奈良県や」
　「うんうん」

　対話のきっかけは筆者の促し（発言する生徒を当てた）
であったが、一人の生徒が発言すると、次々に話が繋がっ
ていき、友だちの発言に頷きながら聞いている様子が見
られたり笑い声が溢れたりして、活発な対話となった。

４．５ ．「山をつくる－陶芸で表現する物語」を振り返っ
て

　本実践のねらいの一つは、陶芸における「協働」を生
み出す効果を授業設計に引用し、制作（表現）と鑑賞を
関連づけた場合、どのような学びが生徒の内面に生成さ
れるかをみるものであった。「ともにつくり出す」とい
う「協働」が対話を生み出したと思われたのは、まず、
釉薬をかける第 3次の展開の場面であった。
　作品を掴んで釉薬のバケツに浸したりする工程では、
浸した手が感じる釉薬の冷たさや、素焼きの作品に釉薬
が染み込んでいく感覚など、日常では経験しない刺激が
あった。生徒らは、自分の感じた感覚などを友だちと共
有しようと活発に話をしながら制作を進めていた。釉薬
の色が焼成前とは異なることも、生徒の発言を活発にし
た。友だちの作業の様子を見ながら、釉薬を選んだり、
かけ方を考えたりしている最中も、互いに対話しながら
作業を進めている様子が見られた。
　次に対話が生まれたのは、第４次の鑑賞の展開の全体
鑑賞の場面である。全員の「山」が中央に集まると、作
品に対して集中している雰囲気が学級全体に広がった。
集まった作品の一つずつに注目して話をしたり、並べら

れた形から話が始まったりして、対話が始まるきっかけ
は教師の声かけであっても、そのあとは自然に対話が行
われたという印象であった。
　生徒の発言は、「山」の形や色、「山」の並び方から受
ける印象からのものが多かった。美術科の教科性による
「見方・考え方」は、作品や素材の持つ造形的な要素か
ら感じたり考えたりすることで育成されるが、本題材の
「山」は、その形の多様さや、釉薬の持つ独特の光沢を持っ
た色合いが、生徒の想像力を刺激し、活発な発言につな
がったと考えられた。また、集めて並べるという動きが
入ったことで、自分の「山」と友だちの「山」のつなが
りを目にすることになったことも、生徒の対話を促す要
因になったと思われた。
　本題材では、作業的な協働はなかったが、陶芸の制作
作業にある特別な工程（土を切る、釉薬をかけるなど）や、
鑑賞の形が、一緒に制作している友だちとの共感を生み、
それが「協働」性の新しいパターンを生み出していると
感じられた。また、対話を生み出すきっかけにもなって
いた。このことは、今後の授業設計にも生かしていくこ
とができるのではないかと思う。（長友）

５．研究の成果と課題

５．１．２つの実践を通じた成果
　以上に述べてきた様に、協働の要素を取り入れた図画
工作・美術科教育における陶芸題材開発として、２つの
実践を行った。各実践の検証については、それぞれにつ
いて述べた章の中で行っているので、ここでは２つの実
践を通した総合的な成果の検証を行いたい。
　実践１の「Clay session－つながるやきもの」（以降、
「clay session」と記載）は小学生を対象とした美術館に
おけるワークショップであり、作品制作自体を協働で行
う、合作としての作品制作を主とした内容であった。実
践２の「山をつくる－陶芸で表現する物語」（以降、「山
をつくる」と記載）は中学校での授業実践で、作品制作
は個々で行うが、鑑賞の段階で協働した展示を行い、自
他の作品を集合として捉える「全体鑑賞」を行った。ま
た鑑賞において、生徒同士の対話の機会を多く設けてい
る。
　これらの実践を通した１点目の成果は、協働によっ
て新たな創造が喚起された点である。「clay session」の
10人による合作では、自分が何かを意図しても他の９
人の行動により方向性は変わってしまう、その様な状況
を徐々に受け入れ、自分の前に配置した人の表現を受け
てそれを広げる様な意図を持つ様になり、タイトル通り
10人の参加者のセッションの様な形で作品が作られた。
「山をつくる」完成した作品を中央に集めて並べる場面
では、教員の指示ではなく、生徒間の自発的な対話の中
からイメージを発展させ、学級毎に異なる並べ方が展開
された。その後の鑑賞においても、作品個々についてだ
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けでなく、複数の作品の関係性という要素が加わる事で、
活発な発言が見られた。これらに見られる様に、協働に
よりアイデアが展開し、新たな創造が喚起されていった
様子が見られた。
　２点目の成果は、協働しての作業や対話を通じて「人
間関係構築を促進する効果」が見られた事である。「clay 
session」では、前半の 10人で１つの作品を合作する制
作において、「新たなアイデアを考える役割」「配置のバ
ランスをとる役割」など、偶然集まった参加者の中に、
自然発生的に役割ができていった様子が見られた。「山
をつくる」の鑑賞の授業では、ペア鑑賞という形で、お
互いに作品に込められた物語を説明し合うのだが、作品
という自分の身代わり的な存在を対話の中心に置く事
で、対話が促進される様子が見受けられた。これらに見
られる様に、創作的な協働活動が人間関係の構築を促進
する効果が感じられた。
　３点目の成果として、「足の裏で土を感じる体験」や「手
が感じる釉薬の冷たさや、素焼きの作品に釉薬が染み込
んでいく感覚」といった「未知の感触の体験」を学習者
同士が共有する事が、会話による共感を生み出し、協働
を活性化させる上で有効である事が分かった。
　学校現場で協働性を美術・図画工作授業の題材に取り
入れる場合は、成績をつける際の参考とするためにも、
最終的に個人の成果物が出来上がる事が望ましいが、そ
ういった面でも実践１、２共に学校現場において実現し
やすい形の題材であった事も４点目の成果として挙げら
れる。

５．２．課題と今後の展開
　図画工作や美術の題材開発は、たとえ魅力的な題材
だったとしても、本当に実現できる題材なのか、１回だ
けでなく毎年継続的に実施できるのかという点が問題と
なるであろう。ただでさえ学校現場で陶芸を行う場合は、
粘土や釉薬の準備、そして焼成する窯の有無など、準備
にかかる手間や、設備の有無といった条件があり、実現
できる環境にある学校は多くはない。
　本研究における実践例について考えると、「clay 
session」は学校ではない場でのワークショップであり、
参加者の人数は学校の平均的な１クラスの人数と比べる
とかなり少ない。また指導者側には補助をする大学生が
いて、実際の学校の現場と比べると、指導者側の負担が
少ない条件での実践であった。また「山をつくる」は、
実際の中学校での授業実践であったが、大学教員が材料
の準備等や焼成において補助的な役割を果たしており、
これも一般的な学校現場とはやや異なる状況である。実
践１、２共に一般的な学校現場の授業として行うには、
教員側にとっての省力化の工夫や、多人数への対応が必
要であると思われる。例えば、実践２「山をつくる」で
は今回は 10色の釉薬を用意したが、これだけの釉薬を
準備するのは実際の学校現場では難しく、５色程度が現

実的なところであろう。しかし、この様な合理化は行き
過ぎると題材の魅力を損なう事にもつながるので、注意
する必要がある。
　ただし、「clay session」についてはワークショップの
現場にいた複数の教員経験者からは、興味深い題材であ
り、自分も授業でやってみたいという感想が聞かれるな
ど、実現性は低くない題材である。また「山をつくる」
においても、ペアでの作品鑑賞は第２筆者の長友が本実
践以前から通常の美術科授業に既に取り入れている手法
であり、それを協働の要素を取り入れ自他の作品を集合
として捉える「全体鑑賞」へ発展させたものである。対
話を活性化させる教員の技量が求められるものの、条件
的には実現するのが難しくはない手法であり、どちらの
実践も一般的な教育現場で活用できるものだと言える。
（原山）

６．おわりに

　最後に教育面での研究という観点を少し離れ、表現者
としての観点からの筆者の考えを述べたい。
　第２章で陶芸分野における協働の事例を挙げたもの
の、「美術大学」という西洋の個人主義的な美術感が色
濃い場で陶芸を学んだ筆者は、やはり陶芸制作は個人に
おいて完結すべきであるというイメージを強く持ってい
る。これは筆者に限らず、現代の日本の美術界全般が持
つ価値観であるだろう。
　近年、筆者は第２章に挙げた様な海外のシンポジウム
に参加する機会が数回あり、海外の陶芸家との交流が多
くなるにつれ、陶芸における協働についてもっと考える
べきではないかという問題意識を持つ様になった。特に
タイでのシンポジウムの際に、イギリス人陶芸家が現地
の陶芸家（大学教員）と学生のチームワークの良さに驚
き、その理由を尋ねたところ、「アジア人は稲作文化の
影響で協働する事が習慣になっている」と現地の陶芸家
が答えていた事が印象に残っている。この様な経験から、
教育現場に限らず表現者の立場としても、アジアから発
信する新しい美術の可能性として、美術表現への協働（コ
ラボレーション）性の導入という事に注目をしている。
　今回の研究成果を踏まえ、今後も「教育現場における
効果」と「表現としての可能性」という視点を往還しな
がら、多角的に美術における協働の可能性について探っ
て行きたい。（原山）

付記

1） 本研究は、令和２年度（2020年度）奈良教育大学
「次世代教員養成センター・プロジェクト研究」（研
究代表者：原山健一、研究課題：「繋がり」をテー
マにした陶芸題材の研究としての採択を受けて推進
したものである。
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2） 本研究の推進にあたっては、奈良教育大学美術教育
講座工芸研究室ゼミ生諸君の協力を受けた。ここに
記して謝意を表したい。
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